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シソーラス，用例ベース，統計的言語モデル

市丸 夏樹 准教授

ICHIMARU, Natsuki
所属…人間形成教育センター

■主な担当科目　　　　情報リテラシ1・2,　プロジェクト研究1 ～ 4, （経営学部）専門演習1 ～ 3
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■研究者略歴

1990（平成 2）年 3月 九州大学工学部電子工学科卒業

1992（平成 4）年 3月 九州大学大学院総合理工学研究科情報システム学専攻 博士前期課程修了

1995（平成 7）年 3月 九州大学大学院総合理工学研究科博士後期課程単位取得退学

1995（平成 7）年 4月 九州大学工学部情報工学科助手

1998（平成10）年 4月 九州大学大学院システム情報科学府兼担

2006（平成18）年 4月 鳥取環境大学環境情報学部情報システム学科講師

2007（平成19）年 4月 鳥取環境大学大学院環境情報学研究科環境情報学専攻情報システム領域兼務

2008（平成20）年 4月 鳥取環境大学環境情報学部情報システム学科准教授

2012（平成24）年 4月～ 鳥取環境大学人間形成教育センター准教授

2015（平成27）年 4月～ 公立鳥取環境大学人間形成教育センター准教授

■研究等活動
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【論文】 
・"Thesaurus Granularity and it's effects on the Kana/Kanji Transliteration of Japanese Derivative Words", 2013年9月, 

In proceedings of the International Conference oｆ Pacific Association for Computational Linguistics PACLING2013, 
Sep3-7, CDROM．

・「要約文の話題の流れの最大化による自動要約」（共著）， 2005年11月，「自然言語処理」特集号「質問応答，自動要約」， Vol. 12, No. 6, 
pp. 45-61．

・「シソーラスブラウザxthesにおけるDAG構造の描画アルゴリズムとその評価」， 2005年9月，九州大学システム情報科学研究院紀要， 
Vol. 10, No. 2, pp. 97-102．

 http://misc.kankyo-u.ac.jp/~ichimaru/  ichimaru@kankyo-u.ac.jp

■取得学位 博士（工学） (九州大学)

■専門分野 自然言語処理， 計算言語学

■現在の研究テーマ ・言語モデル
・日本語の短縮入力方式
・未知語の生成モデル
・自動要約
・テキスト解析

■所属学会 人工知能学会，  情報処理学会


